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1. 基盤技術の通信の「仕事」
──通信の基盤を支える──

IoT 系の研究開発に取り組む企業
（沖電気工業株式会社）

斉藤洋之

IoT サービスを提供するネットワーク仮想化技術の標準化活動
Standardization Activity of Network Virtualization for IoT Services

は じ め に

日本が強い国際競争力を得るため国際標準化が各国産
業の国際競争力を決定する重要な要素となっている．通
信分野においては第 5 世代移動通信システム（5G）に
関連した提案が活発に行われている．
無線システムは，2020 年に第 5 世代モバイルシステ
ム（5G）の普及が開始される．日本では 2020 年の東京
オリンピックを契機に 5Gの普及が開始され，2025 年に
は本格的に展開される計画である．5G での実現が期待
されている通信サービス種別は，

･ 超高速・大容量サービス（eMBB : enhanced Mo-
bile Broadband）
･ 超多数同時接続サービス（mMTC : massive Ma-
chine Type Communications）
･ 超低遅延・超高信頼通信サービス（URLLC : Ul-
tra-Reliable and Low Latency Communications）

がある(1)．
また 5G 時代は各種センサが開発され，これらのセン

サが複合し，図 1に示すように自動運転や人間が操作困
難な場所の遠隔操作など多種多様な様々な IoT サービ
スが提供される．また新たなサービスが開始されること
が予想され，多くのビジネスチャンスがある．そのため
自国の技術を世界標準にしようと各国で提案が活発に行
われている．日本も 5G 時代に強い国際競争力を得るた
め 2015 年からネットワーク仮想化の課題を議論し，標
準化提案を行ってきた．私は 2018 年から標準化提案メ

ンバーとなり議論に参加している．
本稿では昨年度から現在までの標準化活動について紹
介する．なお本稿で紹介した仕事内容は，私が普段行っ
ている仕事内容の一部である．

標 準 化 活 動

現在通信の分野での標準化団体は主に ITU（Interna-
tional Telecommunication Union），ONF(用語)，BBF(用語)

が活動している．本章では 2018 年度の ITUにおける標
準化活動と昨年度承認された標準化勧告 ITU-T Y. 3151
について紹介する．

2.1 ITU
本部をスイス・ジュネーブに置く ITU は創立 150 年
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図 2 ITU-T の SG13 課題内容

以上になる歴史ある国際標準化機構である．現在およそ
200 の国と地域が加盟しており，これまでに多くの通信
方式の標準を策定してきた．ITU は電気通信標準化部
門の ITU-T（Telecommunication Standardization Sec-
tor）と無線通信部門の ITU-R（Radio Communication
Sector），電気通信開発部門の ITU-D（Telecommuni-
cation Development Sector）と三つのセクタに分かれて
いる．私は 2018 年度から ITU-T の SG（Study Group）
13 会合に参加し，勧告草案の提案及び動向調査を行っ
ている．
現在 SG13 では，クラウド，モバイル，5G における

将来ネットワークをテーマとして扱っている．そして三
つのWP（Working Party）に分けられ更に複数の課題
（Q : Question）に細分化され，標準化策定の寄書審議を
行っている（図 2）．

2.2 ネットワーク仮想化における標準化提案活動と
標準化活動を通じての発見

標準化すべきネットワーク仮想化の課題は 2015 年か
ら FG IMT-2020(用語)で議論され，私は 2018 年度から標
準化提案のメンバーに加わった．表 1に昨年度私が行っ
た標準化活動内容を示す．まず 2018 年 4 月に開催され

た本会合でネットワーク仮想化の新規ワークアイテムを
提案した．標準化活動に加わって初めて感じたことは，
国際学会とは議論の仕方が少し違う環境であったという
ことだ．その当時，少なからずだが国際学会などで発表
していたので，仕事を任されたときは提案内容を英語で
発表する程度に思っていた．しかし，標準化会合は提案
を他国の会合出席者と一緒に議論し，疑問点は全て解決
していかなければ，提案を勧告化することができない．
そういった面で提案内容を理解するのはもちろん，英語
でしっかりと議論・主張できることが大事である．初め
ての標準化提案でこのことを知れたのは大きかった．2
回目と 3 回目の SG13 会合では想定される質問に対する
回答や，主張すべきことをあらかじめ準備しておくこと
で議論がスムーズに進行した．更に当時ラポーター（議
長）だった方とランチタイムに話をしたり，最終日の会
合後に一緒に写真を撮ったことはうれしかったことの一
つである．そして 2019 年 3 月の会合最終日の Plenary
meeting（図 3）で提案した内容が勧告化された（勧告
化番号：Y. 3151)(2)．標準化では提案した内容が勧告化
されて初めて形になるので，標準化の仕事に加わり，新
規ワークアイテム提案から勧告化までを一通り経験でき
たことは今後の財産になると感じる．
20 か国程度の国が参加する標準化会議では各国の提
案を標準にするために議論が活発に行われている．初め
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■ 用 語 解 説
ONF The Open Networking Foundation の略．主に

SDN技術の開発と標準化を主導．
BBF Broadband Forum の略．ブロードバンドネット
ワークの開発と導入の加速を目的とした端末の相互接続の仕
様を検討する組織．
FG IMT-2020 Focus Group International Mobile Tele-
communications-2020 の略．5G モバイルネットワークに関
する検討促進を目的に設置されたグループの名称．
FSAN Full Service Access Network の略．主に光アク
セスシステム（特に PON システム）の仕様を検討する組
織．
CMUD 構築，修正，更新，削除（Create, Modify, Up-
date, Delete の略）．

■

表 1 2018 年 4 月～2019 年 4 月の標準化活動内容
年月 場所 活動内容
2018 年
4 月

スイス・ジュネーブ
（SG13）

Y. NetSoft-SSSDN が新規ワー
クアイテムとして承認．

2018 年
7 月

スイス・ジュネーブ
（SG13） Y. NetSoft-SSSDNの寄書更新．

2018 年
10 月

スイス・ジュネーブ
（SG13） Y. NetSoft-SSSDNの寄書更新．

2019 年
3 月

ジンバブエ共和国・
ビクトリアフォール
ズ（SG13）

Y. NetSoft-SSSDN の勧告草案
が承認（Y. 3151）．

2019 年
4 月

中国・西安
（FSAN）

PON-Virtualization が新規ワー
クアイテムとして承認．



特集　通信の「仕事」

図 3 SG13 Plenary meeting の様子

図 4 SDN 部分におけるスライス提供アーキテクチャ（Y. 3151）
SDN Infrastructure は SDN Controller に仮想リソースや物理リ
ソースを提供する．SDN Controller はそのリソースを更に抽象化
し，Orchestrator に提供する．Orchestrator はその抽象化リソー
スを基にスライスを構築する．

は各国の主張がぶつかり，議論が進まないケースもあ
る．しかし，現地で何度も議論を重ねることで理解が深
まり，議論が進んだ．また通信に限った議論だけでなく
様々な話題を他国の方と話すことによって，異文化コ
ミュニケーションを図り，議論がスムーズに進むことも
経験できた．標準化を通して，グローバルな視点で幅広
く知識や教養を得ることの大切さや面白さを感じた．現
在も引き続き標準化活動に携わっており 2019 年 4 月に
FSAN(用語)会合に参加し，PON-Virtualization について

議論している．

2.3 標準化に提案したアーキテクチャ
図 4 に Y. 3151 に記載されている，SDN 部分におけ
るスライスを CMUD(用語)するアーキテクチャを示す(3)．
Network Slice Orchestration と SDN Controller 間では
VN（Virtual Network）の要求，提供を行う．Network
Slice Orchestration は SDN Controller に対し VN 構築
を要求する．SDN Controller は抽象化機能を持ち，Net-
work Slice Orchestration の要求に応じた VN のモデル
化を行う．SDN Controller と SDN Infrastructure 間で
は VR（Virtual resource）の要求，提供を行う．SDN
Infrastructure は Resource Controller と H/W（Hard-
Ware）で構成され，SDN Controller の要求に応じた
VR と物理資源を提供する．また，Network Slice Or-
chestration-SDN Controller 間のインタフェースをR1S,
SDN Controller-SDN Infrastructure 間のインタフェー
スを R2S と定義し，それぞれで扱うパラメータの一例
も記載している．

ま と め

本稿では，通信技術の標準化活動について紹介した．
通信の仕事は新しい技術を開発するだけでなく，その開
発した技術を世の中に広く普及させる必要がある．そし
て通信を通じて標準化に携わることは国として国際社会
に影響力を及ぼすだけでなく，技術者がグローバルに活
躍できる貴重な機会の一つである．今後学生の皆さんが
更に通信分野に興味を抱き，国際社会の舞台で活躍され
ることを期待する．
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(2019 年 6 月 28 日受付 2019 年 7 月 18 日最終受付)
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平 22 日大大学院理工学研究科博士前記課程
了．同年沖電気工業株式会社入社．以来，光ア
クセスの長延化，帯域割当制御方式，PON 仮
想化の研究開発，標準化活動に従事．現在，経
営基盤本部研究開発センター所属．
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